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＜作り方＞
１　①お米を洗ってザルにあげておく。枝豆はさやからだし、生姜はせん切りにし水にさらす。
　　②炊飯器に米、Ａ、生姜を入れ分量の水加減で炊く。炊けたら枝豆、しらす干しを混ぜる。
２　①椎茸は４等分に切っておく。ほうれん草はたっぷりのお湯で茹で、冷水にとって３～４cm 長さに切っておく。
　　②小麦粉をから鍋で茶褐色に炒り、一口大に切った鶏肉にまぶす。鍋にＢを合わせてひと煮立ちさせ、鶏肉を加える。
　　③椎茸、ほうれん草を加えてさっと煮る。器に盛りつけ、お好みでわさびを添える。
３　①切り干し大根はさっと洗い水で戻す。刻み昆布も水で戻しておく。
　　② かいわれは根元を切り落とす。かにかまは食べやすい大きさに切り、手でほぐしておく。ハムは細切り、ミニト

マトは半分に切っておく。
　　③ボールに食材を合わせ、Ｃを加えて全体を混ぜ合わせる。
４　①からのフライパンでいりこ、ごまをそれぞれから炒りし、取り出しておく。
　　②フライパンに砂糖、水を加え、全体にふつふつとした泡が出てきたら①を加えてからめる。

～やっちみろや健康づくり21～ 『健康づくりは食事から』

編集後記
衆議院議員総選挙が今月 16 日
に行なわれます。選挙とは、自
分たちの国の政治の方向性を自
分たちで決めるためのもので
す。特に若者の投票率低下が問
題となっている日本。政治に関
心を持つことは大事なことだと
思います。皆さまの一票をお待
ちしています。（Ｋ）

門川町内の民生委員児童委員の皆さんをご
紹介しています。各地区の民生委員児童委
員のお顔を覚えていただき、生活や福祉に
関することなどお気軽にご相談ください。
今月は次の４人の方々です。

民生委員に関するお問い合わせは
役場福祉課まで
電話６３－１１４０（内線２３２）

門川町の民生委員児童委員

尾末東地区担当
姫野　精子さん

上納屋地区担当
和田　弓子さん

上納屋地区担当
小林柳三郎さん

中村地区担当
櫻川ミエ子さん
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門
川
町
の
石
造
物

６ 

本
山
（
も
と
や
ま
）
の
宝
篋
印
塔

　

加
草
の
永
願
寺
の
奥
ノ
院
が
中
村
地
区
の
受

（
う
け
）
と
言
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
奥
ノ

院
か
ら
山
道
を
登
っ
て
本
山
に
至
る
と
、
そ
の

山
頂
に
明
治
10
年
建
立
の
宝
篋
印
塔
（
ほ
う
き

ょ
う
い
ん
と
う
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
石
塔
は
、
西
南
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

方
々
を
供
養
す
る
と
共
に
、
戦
争
で
荒
廃
し
た

村
々
と
人
々
の
心
の
平
安
と
復
興
を
願
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
当
時
の
加
草
戸
長
で
あ
っ
た
久

保
徳
三
郎
氏
の
寄
進
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。

　

明
治
10
年
に
お
こ
っ
た
西
南
戦
争
に
よ
っ

て
、
門
川
も
戦
場
と
な
り
、
町
内
の
旧
家
に
は

今
も
柱
に
そ
の
時
の
刀
傷
が
あ
る
と
か
、
本
村

（
ほ
ん
む
ら
）
の
大
将
軍
神
社
の
境
内
（
五
十

鈴
保
育
所
跡

地
）
に
あ
っ
た

大
ク
ス
を
伐
採

し
た
と
こ
ろ
中

か
ら
鉄
砲
の
弾

が
た
く
さ
ん
出

た
と
か
い
う
話

が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

塔
に
は
、
世
の
中
が
平
安
で
、
大
雨
や
大
風

が
な
く
、
穀
物
が
豊
作
と
な
り
、
自
分
の
代
だ

け
で
な
く
、
子
や
孫
の
代
に
も
ず
っ
と
村
中
が

安
全
で
あ
る
よ
う
に
祈
願
す
る
こ
と
ば
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

宝
篋
印
塔
と
い
う
の
は
、
そ
の
中
に
「
宝
篋

印
塔
陀
羅
尼
経
」（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
だ
ら
に

き
ょ
う
）
を
納
め
た
こ
と
か
ら
来
て
い
ま
す
。

そ
の
お
経
は
悟
り
を
開
い
た
仏
の
功
徳
を
念
じ

こ
め
た
呪
文
で
、
こ
れ
を
納
め
た
塔
を
拝
む
こ

と
で
罪
が
消
え
、
病
や
災
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
、
死
後
は
極
楽
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
説

か
れ
て
い
ま
し
た
。

20歳になったら国民年金
　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で

は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が

け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　

20
歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る

方
（
学
生
、
自
営
業
者
等
。
フ
リ
ー
タ
ー
や

無
職
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
役
場
で
直
接
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
や
、
扶
養
さ
れ
る
配
偶

者
は
手
続
き
不
要
で
す
。

保
険
料
は
月
額
１
４
、９
８
０
円

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
平
成
24

年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
４
、９
８
０

円
で
す
。

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い
た
め

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場

合
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
の

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額

が
低
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
万

が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
門
川
町
役
場
町
民
課
医
療
年

金
係
、
ま
た
は
延
岡
年
金
事
務
所
（
電
話

０
９
８
２
|
２
１
|
５
４
２
４
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「村中安全」と中央に刻まれている

宝篋印塔全景
山元町新浜　T.M一家

平
成
25
年
消
防
出
初
式
が
挙

行
さ
れ
ま
す

　

門
川
町
消
防
団
の
消
防
出
初
式

が
次
の
と
お
り
挙
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
多
目
的
広
場
で
の
消
防
団

車
両
か
ら
の
一
斉
放
水
と
あ
わ
せ

て
日
向
市
消
防
署
の
消
防
は
し
ご

車
に
よ
る
一
斉
放
水（
緊
急
出
動
、

雨
天
時
を
除
く
）
も
実
施
さ
れ
ま

す
。

 

地
元
消
防
団
の
心
意
気
と
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
消
防
団
車
両
と
消

防
は
し
ご
車
か
ら
の
一
斉
放
水
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

町
民
皆
様
の
御
来
場
と
御
声
援

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）

午
前
８
時
か
ら　
　
　
　

【
場　

所
】

門
川
海
浜
総
合
公
園

（
雨
天
の
場
合
は
、
門
川
町
総
合

文
化
会
館
で
表
彰
式
典
の
み
行
い

ま
す
。）

【
内　

容
】

通
常
点
検
、
表
彰
、
一
斉
放
水

午
前
８
時
～
午
後
０
時
（
予
定
）

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
８
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
、
改
め
て
あ
の
震
災
を
忘
れ

ず
、
引
き
続
き
防
災
意
識
の
向
上

に
つ
と
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
被

災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載

し
ま
す
。

　

長
男
は
、
た
ま
た
ま
会
社
を
休

ん
だ
日
だ
っ
た
。

　

消
防
団
員
の
彼
は
、
地
震
発
生

と
同
時
に
自
主
的
に
所
属
分
団
の

持
ち
場
に
出
動
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
家
は
海
岸
よ
り
７

０
０
ｍ
で
、
す
べ
て
流
失
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
長
男
は
消
防
団
員

で
、
住
民
の
避
難
誘
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
の
大
津
波
に

の
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
さ

れ
た
子
供
た
ち
も
、
父
の
好
き

だ
っ
た
野
球
を
今
も
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
一
歩
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
歩
い

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
も

厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
皆
様
も
ど

う
ぞ
お
体
に
お
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
せ
」

（
Ｔ
・
Ｍ
夫
人
）



障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
26
日
（
水
）、

障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
教
室
が
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
体
育
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

門
川
町
内
外
よ
り
、

障
が
い
者
の
方
々

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
を
含
め
、

約
50
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
指
導
の
も

と
、
今
年
度
は
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
と
「
ボ

ッ
チ
ャ
」
と
い
う
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
積

極
的
に
競
技
に
参

加
さ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
交
流

を
深
め
と
て
も
盛

り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

は
、
氷
上
の
ス
ポ

ー
ツ
「
カ
ー
リ
ン

グ
」
か
ら
ヒ
ン
ト

交
通
安
全
に
気
を
付
け
て　
　

～
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
～

　

10
月
18
日
、

日
向
市
内
の
自

動
車
学
校
で
高

齢
者
交
通
安
全

教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今

回
は
上
井
野
地

区
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
、「
斜

め
横
断
の
危
険

性
」「
反
射
材
の
効
用
」
な
ど
を
勉
強
さ
れ

ま
し
た
。
和
や
か
な
中
に
も
、
真
剣
な
態
度

で
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
暮
れ
も
早
く
な
っ
て

い
ま
す
。
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
方
は

反
射
材
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
は
、
よ
り
一
層
慎
重
な
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

名
に
寄
せ
た
町
民
の
大
き
な
期
待
と
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
必
要
性
を
強
く
訴

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

放
送
施
設
が
完
成
！

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
、
今
年
度
は
西

栄
町
自
治
会
の
放
送
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一

環
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
や
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
地
区
で
の
地
域
づ
く
り

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
地
域
住
民
の
ふ
れ

あ
い
）
が
一
層
促
進
さ
れ
、
ま
た
防
災
の
面

か
ら
も
迅
速
で
正
確
な
情
報
の
伝
達
が
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
得
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
屋
内
フ
ロ
ア

で
ス
リ
リ
ン
グ
に
楽
し
め
る
競
技
で
す
。
ボ

ッ
チ
ャ
は
、
個
人
、
ま
た
は
３
人
１
組
で
行

う
競
技
で
、
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
と
呼
ば
れ
る
的
球
に

赤
又
は
青
の
球
を
交
互
に
投
げ
、
的
球
に
い

か
に
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

来
年
度
も
障
が
い
者
の
方
々
が
気
軽
に
楽

し
め
て
交
流
の
深
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
企

画
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

第
37
回

東
臼
杵
郡
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
23
日
（
火
）

に
椎
葉
村
総
合
運
動

公
園
体
育
館
で
、
第

37
回
東
臼
杵
郡
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
よ
り
44
名
の
選

手
を
は
じ
め
、
悠
々

工
房
、
田
中
病
院
、

町
障
が
い
者
連
絡
協

議
会
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等
多
数
が
参

加
さ
れ
、
徒
競
争
リ
レ
ー
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル

投
げ
の
個
人
競
技
を
は
じ
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

玉
入
れ
等
の
団
体
競
技
で
も
大
い
に
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

要
望
署
名
簿
を
国
土
交
通
省
に

提
出
し
ま
し
た

　

門
川
町
商
工
会
を
は
じ
め
、
地
区
会
長
自

治
公
民
館
長
連
合
会
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
、
道
づ
く
り
を
考
え
る
日
向
門
川
女
性
の

会
の
皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
10
月

22
日
に
町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
早
期
設
置
の
要
望
署
名
簿

（
１
８
、１
６
１
名
）
を
、
10
月
31
日
、
安

田
町
長
と
安
田
厚
生
商
工
会
副
会
長
が
国
土

交
通
省
に
出
向
き
、
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
要
望
活
動
も
行
い
、
署

　

参
加
者
全
員
が

一
丸
と
な
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
た

こ
と
で
、
障
が
い

を
持
つ
方
々
の
体

力
の
維
持
増
強
を

図
る
こ
と
が
で

き
、
障
が
い
を
持

つ
方
々
や
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
の
交

流
が
深
ま
り
、
住

民
の
み
な
さ
ま
へ
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ま
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
各
施
設
、

民
生
委
員
児
童
委
員
を
始
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

第
12
回
宮
崎
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集
！

　

宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
期
日
が

決
定
し
ま
し
た
。
毎
年
、
本
町
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
選
手
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
出
場
者
の
募

集
を
次
の
と
お
り
開
始
い
た
し
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
期
日
】

平
成
25
年
５
月
12
日
（
日
）

【
場　
　

所
】

宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

【
応
募
締
切
】

平
成
25
年
１
月
16
日
（
水
）

【
申
込
み
先
】

門
川
町
役
場
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

※�

大
会
当
日
の
申
し
込
み
は
、
運
営
上
、
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
当
日
は
、
報
道
機
関
も
来
場
い
た
し
ま
す
。

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

今年度の大会の様子

平城登り口に設置した放送機器等

公民館敷地内に設置した
拡声器付電柱と事業に係るシール

※�宝くじの収益金は市町村の明るい
町づくりや環境対策、高齢化対策
などの地域住民の福祉向上に使わ
れています。 公民館内に設置の放送機器

6広報　　　　12月7 広報　　　　12月
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　10 月 20 日、町立図書館において本年度の読書感想文コンクール入賞者の表彰式及び発表会が開催されま
した。どの受賞作も読書を通して得た感動と自分の体験を豊かに表現しており、心が温まる素晴らしい作品
ばかりでした。また入賞者を代表して、各最優秀及び優秀作品の発表会も行われました。

　門川町教育委員会と町立図書館は、町内小・中学生を対象に、夏休みに読んだ本の中から心に残る本や深
く感動した本についての読書感想文を募集しました。
　去る９月 11 日に、あらかじめ校内での１次審査により選出された 78 点の作品を各小・中学校より選任さ
れた７名の審査委員が厳正な２次審査を行った結果、次のとおり入賞者を決定いたしました。

★�最優秀賞・優秀賞・優良賞の作品を掲載した読書感想文集は、町立図書館にございますので、子どもたち
の読書の感動をぜひご覧ください。

北朝鮮人権侵害問題啓発週間

交通死亡事故多発

平成 18年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行
され、毎年12月 10日から 16日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とすることとされました。

政府主催「拉致問題シンポジウム」
主催：政府拉致問題対策本部、法務省　日時：平成24年 12月 15日（土）13:30 ～ 15:55
会場：ニッショーホール　東京都港区虎ノ門2-9-16
プログラム
１.拉致問題担当大臣挨拶　２.家族会代表挨拶　３.基調講演（同時通訳）
４.パネルディスカッション　５.御家族からの訴え　６.閉会挨拶
※入場には申込みが必要です。申込み方法等詳細は、拉致問題対策本部ホームページをご覧下さい。

政府主催「ふるさとの風コンサート」
主催：政府拉致問題対策本部、法務省　後援：文部科学省、全日本合唱連盟
日時：平成24年 12月 22日（土）　（第一部）10:30 ～ 13:00　（第二部）14:00 ～ 17:00
会場：イイノホール　東京都千代田区内幸町2-1-1
プログラム
１.主催者挨拶　２.参加団体による演奏　３.全体合唱　４.招待演奏家による演奏
５.招待団体による演奏
※申込み方法等詳細は、拉致問題対策本部ホームページをご覧下さい。

宮崎県内での交通死亡事故が多発しています。特に夜間時の歩行者や
自転車乗りと絡む交通事故が多く、昼間時と比べて更なる注意が要求
されます。薄暮時のライト点灯、右左折時の徐行、安全確認等車両を
運転する際には十分に気を配ってください。
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平成２5年４月から保育所（園）に入所を希望される方の受付を次のとおり実施します。

（１）対象児童　　生後３ケ月児～就学前の児童

（２）必要な書類
　　　①保育所（園）入所申込書
　　　②保護者等家族の就労証明書　　　対象者：父母及び同居している65歳未満の祖父母・伯

父・伯母（叔父・叔母）等で働いている方。
　　　　※�母親の出産や保護者の疾病等、家族の介護・看護等で日中家庭でお子様の保育ができない場合

は別の様式があります。（保育に欠ける状況書）
　　　　　また、学校等に通学されている方は在学証明書が必要になります。
　　　　※�９月に日中家庭でお子様の保育ができない状況を再度確認するため、就労証明書等を提出して

いただきます。

　　　③平成 24 年分給与所得の源泉徴収票または確定申告書の写し
　　　④平成 24 年度市町村民税課税証明書
　　　　（�平成 24 年１月１日に門川町に住民票がある方は不要です。それ以外の方は前住所地から平成 24

年度の市町村民税課税証明書を取り寄せてください。）

（３）受付期間
　　　平成 24 年 12 月 10 日（月）～平成 25 年１月 18 日（金）

（４）書類配布場所及び提出先
　　　門川町役場福祉課及び各保育所（園）
　　　○継続入所の方は、通園されている保育所（園）に提出してください。
　　　　（面接は不要です。）
　　　○�新規入所希望の方、保育所（園）の転園を希望されている方は、申込書の書類審査と面接審査を行

います。
　　　　（面接の日時につきましては、別途お知らせします。）
　　　※�申し込みに必要な書類が提出されないときは、入所（園）を認めない場合や、取り消す場合があ

りますので、提出できない理由等を事前に福祉課にご相談ください。

　保育所（園）は、児童の保護者が家庭内外で働いている場合や、児童の家庭に病人・障がい者がいて保護
者がいつも介護にあたる場合など、その家庭において十分な保育を受けられない児童を保育する児童福祉施
設です。
　したがって、幼児教育の必要性のみで保育所（園）へ入所することはできません。

（お問い合わせ先）福祉課　子育て支援係

１. 日　時　平成 24 年 12 月 12 日（水）

２. 会　場　門川町役場

３. 参加費　無料

４. 対　象
　①国保さわやか健診受診者で、HbA1c5.2 以上または空腹時血糖が 100 以上であった者
　②血糖値が気になる町民

５. 内　容
　（日　時）平成 24 年 12 月 12 日（水）午後７時～９時
　（講　師）宮崎大学医学部　内分泌代謝学　田口　明子准教授
　（内　容）生活習慣病で気をつけたいベスト５
　　　　　・インスリン分泌量には限界があります。
　　　　　・インスリンにしかできない仕事
　　　　　・インスリンがドッと出る食事ってどんな食べ物
　　　　　・麻薬よりもたちの悪いジャンクフード
　　　　　・何歳でも糖尿病になったら急速に老化が進みます。

　１月は歯科医師公演、２月は人工透析医の糖尿病に関する公演があります。１月８日からは、
毎週エアロビクスで筋肉と肝臓の脂肪を燃やす運動も加わります。参加申込は、門川町役場　町
民課　健康づくり係まで電話またはＦＡＸでお申し込みください。
　また、先生に質問したいことがある方は、申し込みの際にお伝え下さい。

（申し込み先）町民課　健康づくり係　電話 63-1140　FAX 68-1010

【学歴・職歴】
２０００年　大阪大学大学院医学系研究科博士課程修了
２００１年　ハーバード大学医学部ジョスリン糖尿病センター
　　　　　　ハワードヒューズ医学研究所研究員
２００２年　ハーバード大学医学部ジョスリン糖尿病センター
　　　　　　日本科学技術振興財団　若手海外派遣研究員
２００４年　ハーバード大学医学部ボストン小児病院
　　　　　　Research Associate
２０１１年　宮崎大学医学部内科学講座神経呼吸内分泌代謝学分野　講師
　　　　　　宮崎大学医学部内科学講座神経呼吸内分泌代謝学分野　准教授
　　　　　　現在に至る

【学会活動】
　米国神経科学学会、米国内分泌学会、米国老化学会、日本神経科学学会、日本神経化学学会
　日本内分泌学会

【主な研究領域】
　代謝系と神経系の相互作用の解明
　老化と栄養恒常性の調節機構についての研究

糖尿病予防教室（医師講演）のお知らせ
糖尿病予防に関する基礎知識をいっしょに学びませんか？

【講師紹介】
田口　明子先生

（たぐち　あきこ）
糖尿病の中でもインスリン
の研究をしていました。
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【
開
通
日
時
】

平
成
24
年
12
月
15
日
（
土
）
15
時
～

※�

今
回
の
開
通
区
間
は
「
無
料
」
で
通
行
で

き
る
「
自
動
車
専
用
道
路
」
で
す
。

小
児
科　

日
曜
・
祝
日
在
宅

当
番
医
の
お
知
ら
せ

東
九
州
道（
須
美
江
～
北
川
～
延

岡
）が
開
通
し
ま
す
。

　

５
月
の
赤
十
字
運
動
月
間
か
ら
11
月
末
ま
で
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

社
資
（
社
費
・
寄
付
金
）
は
総
額
２
、２
８
３
、５
１
６
円
で
、
門
川
町
の
目
標
額
を
上
回
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
社
資
は
、
今
後
、
日
本
赤
十
字
社
が
行
う
災
害
救
援
活
動
や
医
療
・
社
会
福
祉
事

業
、
献
血
の
推
進
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
赤
十
字
奉
仕
団
や
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
少
年
赤
十
字
）
加
盟
校
の
生
徒
た
ち
が
、
赤
十

字
の
思
想
を
胸
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
赤
十
字
活
動
へ
の
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社　

門
川
町
分
区
長

心
の
杜
は
、
14
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜
は
12
月
に
14

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。	

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
愛
顧

の
お
か
げ
で
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
お
客
様
に
安
心
・
安
全
・

快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12
月
21
日（
金
）は《
冬
至
》で
す
！	

心
の
杜
で
、『
柚
子
（
ゆ
ず
）
風
呂
』

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

冬
至
に
柚
子
風
呂
に
入
る
と
「
１
年

中
風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

柚
子
の
精
油
成
分
に
は
、
血
行
を
促

進
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
お
風
呂
に
入

れ
る
と
体
を
芯
か
ら
温
め
ま
す
。
新
陳

代
謝
も
活
発
に
な
る
の
で
、
疲
れ
や
痛

み
を
や
わ
ら
げ
冷
え
性
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ク
エ
ン
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に

よ
り
美
肌
効
果
も	

あ
り
ま
す
の
で
、
女

性
の
方
に
お
す
す
め
で
す
。

「
炭
酸
風
呂
」「
薬
湯
」で
、ゆ
っ
た

り
ほ
っ
こ
り
温
ま
り
ま
し
ょ
う

　

心
の
杜
の
人
気
の
お
風
呂
「
炭
酸
風

呂
」
と
「
薬
湯
」。

　
「
炭
酸
風
呂
」
は
、
ぬ
る
め
（
38
℃
前

後
）
の
温
度
に
設
定
し
て
お
り
、
入
浴

時
間
は
15
～
20
分
が
効
果
的
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ぬ
る
め
の
お
湯
な
の
で
、

急
激
に
血
圧
が
上
が
る
こ
と
は
な
く
、

高
血
圧
の
方
で
も
安
心
し
て
入
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
炭
酸
泉
は
、
温
熱

効
果
に
優
れ
、
さ
ら
湯
と
比
べ
て
血
行

が
３
～
５
倍
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

血
液
の
循
環
が
良
く
な
る
こ
と
に
よ
り

動
脈
硬
化
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
系

の
症
状
が
緩
和
さ
れ
、糖
尿
病
・
神
経
痛
・

リ
ウ
マ
チ
の
疼
痛
緩
和
・
冷
え
性
・
高

血
圧
・
肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど
血
行
障
害

の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
陳
代
謝
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り

新
し
い
細
胞
が
作
ら
れ
る
の
で
、
肌
の

ツ
ヤ
・
ハ
リ
・
シ
ミ
へ
の
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。
と
て
も
な
め
ら
か
な
お
湯

で
、
10
分
程
で
皮
膚
に
と
て
も
細
か
な

泡
が
た
く
さ
ん
付
い
て
き
ま
す
。
お
風

呂
あ
が
り
は
、
す
べ
す
べ
・
ポ
カ
ポ
カ

で
す
。

　
「
薬
湯
」
に
は
、
11
種
類
の
漢
方
薬
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

成
分
は「
ト
ウ
キ
」「
セ
ン
キ
ュ
ウ
」「
コ

ウ
ボ
ク
」「
チ
ン
ピ
」「
ソ
ウ
ジ
ュ
ツ
」「
コ

ウ
ブ
シ
」「
モ
ク
ツ
ウ
」「
ケ
イ
ヒ
」「
コ

ウ
カ
」「
ガ
イ
ヨ
ウ
」「
イ
ン
チ
ン
コ
ウ
」

で
す
。
う
ち
み
・
く
じ
き
・
肩
こ
り
・

腰
痛
・
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
冷
え
性
・

あ
せ
も
・
湿
疹
・
ひ
び
・
あ
か
ぎ
れ
・

し
も
や
け
・
痔
・
産
前
産
後
の
冷
え
性
・

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
１
回

の
入
浴
時
間
は
、
10
分
程
度
が
効
果
的

で
す
。
天
然
生
薬
の
芳
し
い
香
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
冬
は
、心
の
杜
で
ゆ
っ
た
り
ほ
っ

こ
り
、コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
温
め
ま
し
ょ

う
！

（
お
問
い
合
わ
せ
）	

か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜
（
門
川
町
福
祉

健
康
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
）

〒
８
８
９
|
０
６
０
２

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
大
字
庵
川

１
９
４
２
番
地				






電　

話
：
０
９
８
２
|
６
３
|
７
７
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
８
２
|
６
３
|
７
７
９
０

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
検
査
報
告	

　

　

皆
様
に
安
心
し
て
入
浴
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
定
期
的
に
専
門
機
関
に
よ

る
「
浴
槽
の
水
質
検
査
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
９
月
12
日
に
各
浴
槽
の
お

湯
を
採
取
し
検
査
を
依
頼
、
９
月
19
日

に
各
浴
槽
と
も
「
陰
性
」
と
い
う
結
果

で
し
た
。

年
末
年
始
の
営
業
案
内	

　

○
12
月
29
日
か
ら
12
月
30
日
ま
で

　

通
常
営
業

○
12
月
31
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
営
業

○
１
月
１
日

　

休
館
日

○
１
月
２
日
か
ら

　

通
常
営
業

＊
宿
泊
は
、
年
末
は
12
月
27
日
ま
で
、

　

年
始
は
１
月
４
日
よ
り
承
り
ま
す
。

＊�

無
料
送
迎
バ
ス
は
12
月
29
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
運
休
し
ま
す
。

＊
体
育
館
は
、
12
月
31
日
は
ご
利
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

１
月
２
日
：
初
風
呂

先
着
２
０
０
名
様
に
福
袋
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

　

１
月
２
日
の
初
風
呂
の
日
は
、
先
着

２
０
０
名
様
に
「
心
の
杜
特
製
福
袋
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。何
が
入
っ

て
い
る
か
は
、
お
楽
し
み
♪
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諸
塚
村
で
は
１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け
て

３
つ
の
地
区
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
神
楽
宿
に
は
神
高
屋
（
み
こ
や
）
が
建
て
ら

れ
、
神
社
か
ら
八
百
万
の
神
々
を
迎
え
る
舞
い
入

れ
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
夜
を
徹
し
て
舞
わ
れ

る
勇
壮
な
神
楽
は
神
秘
的
で
す
。
ふ
る
ま
わ
れ
る

お
神
酒
と
神
楽
料
理
、
幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
、

そ
し
て
地
元
の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
日　

時
】

・
戸
下
神
楽
（
と
し
た
か
ぐ
ら
）

日　

程　

１
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
頃
～
翌
朝
お
昼
前
ま
で

場　

所　
　

荒
谷
（
あ
ら
た
に
）
地
区

　
　
　
　
　

戸
下
（
と
し
た
）
集
会
所

・
南
川
神
楽
（
み
な
み
が
わ
か
ぐ
ら
）

日　

程　
　

２
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
頃
～
翌
朝
お
昼
前
ま
で

場　

所　
　

南
川
地
区　

中
尾
（
な
か
お
）

・
恵
後
の
崎
神
楽
（
え
ご
の
さ
き
か
ぐ
ら
）

日　

程　
　

２
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
頃
～
12
時
頃
ま
で

場　

所　
　

松
の
平
地
区

　
　
　
　
　

恵
後
の
崎
（
え
ご
の
さ
き
）

【
場　

所
】
諸
塚
村
内
各
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人　

諸
塚
村
観
光
協
会

電　

話　

０
９
８
２
︱
６
５
︱
０
１
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
８
２
︱
６
５
︱
０
１
８
９

【
日　

時
】

平
成
25
年
２
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
開
会

【
会　

場
】

門
川
町
総
合
文
化
会
館

１
．
記
念
式
典

　

�

感
謝
状
贈
呈
・
図
書
館
の
歩
み
・
読
書
感

想
文
発
表
他

２
．
記
念
講
演
会

　

講
師
：
糸
賀　

雅
児
先
生

　
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
）

　

演
題
：
「
ま
ち
づ
く
り
と
図
書
館
」

　

門
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
門
川
町
第
５

次
長
期
総
合
計
画
に
よ
る
「
町
民
一
人
ひ
と

り
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、「
明
日
の
門
川
町
を
担
う
優
れ
た
人

材
の
育
成
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、「
新
春
子
ど
も
の
声

を
聞
く
会
」
を
下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

明
日
の
門
川
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
自
分
た
ち
の

ふ
る
さ
と
門
川
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
発
表

を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

意
見
発
表
を
通
し
て
と
も
に
ふ
る
さ
と
門

川
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ま
方
に
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
規
模
に
よ
り
助
成
金

額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
方
は
、
設
置
費
用

補
助
金
が
10
万
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

助
成
額
（
平
成
24
年
度
申
請
分
）

　

５
人
槽　

３
３
２
，
０
０
０
円
（
新
築
）

　
　
　
　
　

�

４
３
２
，
０
０
０
円
（
単
独
浄

化
槽
、
汲
取
り
か
ら
転
換
）

　

７
人
槽　

４
１
４
，
０
０
０
円
（
新
築
）

　
　
　
　
　

�

５
１
４
，
０
０
０
円
（
単
独
浄

化
槽
、
汲
取
り
か
ら
転
換
）

　

10
人
槽　

５
４
８
，
０
０
０
円
（
新
築
）

　
　
　
　
　

�

６
４
８
，
０
０
０
円
（
単
独
浄

化
槽
、
汲
取
り
か
ら
転
換
）

（
助
成
額
は
年
度
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

〈
維
持
管
理
〉

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な
け

れ
ば
、
十
分
に
機
能
し
な
い
場
合
や
、
逆
に

自
然
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
、
補
修
や
消
毒
剤

の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。
県
知
事
登
録
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
清　
　

掃

　

槽
内
の
掃
除
や
た
ま
っ
た
汚
泥
を
抜
き
取

る
作
業
で
す
。
市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
た

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査

　

保
守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。
宮
崎
県

環
境
科
学
協
会
（
☎
０
９
８
５
|
５
１
|

４
３
３
１
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
環
境
水
道
課
環
境
係
又
は

設
置
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

平
成
25
年
１
月
19
日
（
土
）
10
時
～
12
時

【
場　

所
】

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
門
川

【
意
見
発
表
】

門
川
小
学
校　

三
好　

琴
巳

草
川
小
学
校　

重
黒
木　

陸

西
門
川
小
学
校　

坂
本　

麻
里
亜

五
十
鈴
小
学
校　

小
山　

燿

門
川
中
学
校　

那
須　

夢
香

西
門
川
中
学
校　

河
野　

真
澄
美

門
川
高
校　

小
林　

沙
希

中
学
生
海
外
派
遣
代
表
（
門
川
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
切　

寿
理
亜　

～
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録

申
請
～

　

農
業
者
の
利
益
を
代
表
す
る
「
農
業
委
員

会
委
員
」
は
、
一
定
の
資
格
を
満
た
し
、
か

つ
毎
年
作
成
さ
れ
る
「
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
農
業
者
に

よ
っ
て
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」

は
、
農
業
者
が
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
状
況

を
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

審
査
を
経
て
門
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
作

成
し
ま
す
。

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
25
年
3
月
31

日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
1
月
10
日
ま
で
に
農
業

委
員
会
へ
必
ず
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の

業
務
を
営
む
方

②�

耕
作
の
業
務
営
む
方
の
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
（
農
業
委
員
会
が
認
定
）

③�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
、
ま
た
は
株
主
（
農
業
委
員
会
が
認

定
）

　

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
９
６
）

　

平
成
24
年
12
月
６
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

　

道
路
及
び
鉄
道
踏
切
の
拡
幅
工
事
の
た
め
、

国
道
３
８
８
号
の
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。

（
※
自
動
車
、
歩
行
者
と
も
に
24
時
間
通
行

で
き
な
く
な
り
ま
す
。）

実
施
予
定
期
間

平
成
25
年
２
月
（
約
１
ヶ
月
間
）

　

通
行
止
め
期
間
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
再

度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
工
事
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

宮
崎
県
日
向
土
木
事
務
所

道
路
課
道
路
建
設
担
当

☎
０
９
８
２
|
５
２
|
４
１
７
１

　

町
営
墓
地
使
用
権
の
申
込
み
を
下
記
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

記

・
空
き
区
画
及
び
使
用
料

①
宮
ヶ
原
霊
園

（
門
川
町
宮
ヶ
原
５
丁
目
42
番
２
）

　

２
区
画

　

使
用
料
：
２
８
０
，
０
０
０
円
／
区
画

②
西
又
霊
園

（
門
川
町
大
字
門
川
尾
末
７
５
８
８
番
地
１
）

　

１
区
画

　

使
用
料
：
２
６
０
，
０
０
０
円
／
区
画

・
申
込
期
間

　

平
成
24
年
12
月
19
日
（
水
）
か
ら

　

平
成
25
年
１
月
18
日
（
金
）
ま
で

・
申
込
方
法

21
日
ま
で
、
県
内
各
河
川
に
お
い
て
、
県
内

に
お
け
る
増
養
殖
用
種
苗
の
供
給
を
目
的
と

し
た
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
（
う
な
ぎ
の
稚
魚
）

の
特
別
採
捕
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

採
捕
で
き
る
の
は
、
漁
協
の
組
合
員
等
で

知
事
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
許
可
を

受
け
て
い
な
い
者
が
採
捕
す
る
と
、
犯
罪
行

為
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
う
な
ぎ
稚
魚
の
取
扱
い
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
く
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
、

全
長
25
㎝
以
下
の
う
な
ぎ
稚
魚
の
所
持
・
売

買
等
を
行
っ
た
場
合
も
同
様
に
処
罰
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

宮
崎
県
農
政
水
産
部

水
産
政
策
課　

漁
業
・
資
源
管
理
室

〒
８
８
０
|
８
５
０
１

宮
崎
市
橘
通
東
２
|
１
０
|
１

☎
０
９
８
５
|
２
６
|
７
１
４
６

　

日
頃
よ
り
、
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
今

夏
は
安
定
し
た
電
力
供
給
と
な
り
、
九
州
電

力
に
よ
る
計
画
停
電
等
の
実
施
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き
経
済
産
業
省
よ
り

今
冬
も
節
電
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
か
ら
の
節
電
要
請
の
概
要

　

平
成
24
年
12
月
3
日
（
月
）
～
平
成
25
年

3
月
29
日
（
金
）
の
平
日
（
12
月
31
日
及
び

1
月
2
日
～
4
日
を
除
く
）
の
8
時
～
21
時
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

企
画
財
政
課　

企
画
政
策
係

☎
０
９
８
２
|
６
３
|
１
１
４
０

（
内
線
２
５
１
）

申
込
書
（
環
境
水
道
課
環
境
係
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
住
民
票
を
添

付
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
申
込
先

　

門
川
町
役
場　

環
境
水
道
課　

環
境
係

（
別
館
１
Ｆ
）

・
申
込
条
件

　

左
記
の
２
つ
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

者
と
し
ま
す
。

①
門
川
町
に
住
所
を
有
す
る
者

②
現
在
、
町
営
墓
地
の
区
画
を
有
し
な
い
者

・
抽
選
日
程

平
成
25
年
１
月
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

後
日
、
申
込
者
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

申
込
み
に
際
し
て
は
、
住
民
票
と
印
鑑
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

環
境
水
道
課
環
境
係

☎
６
３
|
１
１
４
０
（
内
線
２
８
６
）

　

生
活
環
境
の
向
上
及
び
自
然
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
建
物
は
、
専
用
住
宅
で

す
。
今
年
度
の
飲
食
店
、
事
業
所
、
ア
パ
ー

ト
等
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
受
付
を
終
了

し
て
い
ま
す
。

〈
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
？
〉

　

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
、
生
活
雑
排
水
・

し
尿
等
を
き
れ
い
に
し
て
放
流
す
る
も
の
で

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
を
導
入
す
る
こ
と
で

河
川
・
海
域
の
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
助
成
額
〉

農
業
を
営
む
皆
様
へ

節
電
の
お
願
い

国
道
３
８
８
号

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ（
予
告
）

町
営
墓
地
使
用
権
の
申
込
み
に

つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
へ

門
川
町
立
図
書
館
開
館
10
周
年

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
開
催

の
ご
案
内

平
成
24
年
度

第
５
回
「
新
春
子
ど
も
の
声
を

聞
く
会
」
を
開
催
し
ま
す

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
特
別
採
捕
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ



★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

�　

12
月
25
日
は
、
11
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
12
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
1
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
10
月
分
の
再
振
替
は
12
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

�　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
11
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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12月のカレンダー （平成24年11月12日現在）

土
11/25 30 12/1

土
27 28 29

日
26
月 火 水 木 金

2 7 84 5 63

9 14 1511 12 1310

16 21 2218 19 2017
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26

2

27

3

24

31

五十鈴小学校
ＰＴＡバザー

農業用廃プラス
チック搬入日
（8:30～11:30
門川町清掃工場）

やっちみろや健康づくり
プラン21講演会
（19：00～21：00
クリエイティブセンター）
特設人権相談
（10：00～15：00
門川町総合福祉
センター）

おはなし会
（11：00～
門川町立図書館）

門川中学校
ＰＴＡバザー

心の杜休館日 行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉
センター）

乳児前期健診
（13:30～14:00
受付　門川町総
合福祉センター）
おはなし会
（10：30～
門川町立図書館）

牧山みかん狩り
（9:00～15:00）

牧山みかん狩り
（9:00～15:00）

２才児歯科健診
（13：15～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

１才６ヶ月児健診
（13：15～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

民児協定例会
（13：30～
門川町社会福祉
協議会）

町内小中学校
終業式

天皇誕生日 振替休日

心の杜
（17:00まで営業）

定例農業委員会
（15：00～
門川町役場）

元旦
心の杜休館日

おはなし会
（10：30～
門川町立図書館）

門川町立図書館
休館
（1月4日まで）

●町内人口

（　　）内は前月

11月１日現在

男

8,821
（8,826）

9,813
（9,811）

18,634
（18,637）

6,910
（6,913）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎固定資産税　　　３期
◎国民健康保険税　６期

今月の納期

※「ごみ搬入許可証」が、必ず、必要です。
　お持ちでない場合は、環境水道課に申請してください。初回は無料ですが、失くした場合は再交付に 500
円必要です。清掃工場内では、車内のダッシュボードに確認できるようにおいてください。
＊�ごみ搬入量を正確に把握するため、入退場時いずれも、必ず、計量してください。その際、計量完了のブ

ザーが鳴りますので、窓を開けて確認してください。
※清掃工場への持込について
　例年、年末の直接持ち込みが非常に多く、清掃工場が大変混雑し時間もかかります。少量のごみはできる
だけ持ち込みを避け、早い時期に清掃を計画されますようお願いします。やむを得ず清掃工場に持ち込む場
合は、必ず、自宅で分別して透明袋 ( 黄色の肥料袋等は不可 ) に入れて持ち込むようにしてください。
※し尿汲取り・浄化槽の清掃
　年末年始は、汲取りの申込が集中しますので、ご注意ください。

お問い合わせ　環境水道課　環境係　☎63-1140（内線 286）


